
細
菌
性
抗
原
ニ
封
ス
Jレ

レ

ン
ト
グ

ン
線
ノ
作
用
ニ
就
テ

（
昭
和
四
年
五
月
二
十
三
日
受
付
〉

京
都
帝
国
大
謬
啓
曲
学
部
外
科
感
激
室
（
烏
潟
教
授
指
導
）

宇

埜

墜

事

士

イ九
lタζ

治

緒

言

一
九
一
七
年
鳥
潟
数
授
A

沈
澱
反
感
「
イ
ム
ベ
ヂ
シ
」
現
象
ヲ
後
見
ジ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
準
設
ヲ
樹
立
セ
ラ
レ
タ

y
。
業
後
今
日
ニ
至
Y

マ
デ

稽
々
ノ
菌
種
－
一
ツ
キ
或
A

「
沈
澱
反
感
」
ニ
於
ア
、
或
A

「
補
瞳
結
合
反
膳
」
－
一
於
ア
、
或
A

「
喰
菌
現
象
」
－
一
於
ア
、
或
A

凝
集
素
、
溶
菌
素
、
「
オ

プ
ソ
ユ
ン
」
等
ノ
生
産
上
－
一
於
ア
、
或
A

局
所
性
乃
至
全
身
性
後
天
免
疫
獲
得
ニ
於
ア
此
／
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ガ
立
謹
セ
フ

y
y
－一至

y

タ

y
。
而
ジ
ア
此
等
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
皐
説
－
一
関
ス

Y
多
数
ノ
業
績
A

『
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
A

賞
用
上
簡
便
ナ

Y
煮
沸
－
一
ヨ
9
4
7
破
却
消
滅
セ
シ
メ
得

y
』
事
貫
ヲ
立
詮
セ

Y
モ
ノ
ナ
η
ノ
。
然
レ
ド
モ
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
A

煮
沸
以
外
－
一
猶
ホ
他
ノ
理
串
的
勢
力
例
ヘ
バ
叶
刈
叶
列
刈
線
又
A

紫
外
線
ノ

照
射
－
一
ヨ
リ
ア
モ
亦
破
却
セ
ラ
Y

Y

ヤ
否
ヤ
ユ
閲
シ
ア
A

今
日
マ
デ
何
等
ノ
研
究
モ
後
表
セ
ラ
V

居
ザ
Y
ナ
リ
。
何
－
プ
余
等
A

此
ノ
「
イ
ム
ベ

』
ナ
ン
し
ナ
Y

モ
ノ
A

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
照
射
－
一
ヨ
η
ノ
ア
モ
亦
果
シ
ア
破
却
セ
ヌ

y
y
ヤ
否
ヤ
ヲ
貫
験
結
果
－
一
問
A

ン
ト
ス
。

斯
ク
ノ
如
キ
研
究
A

一
面
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
本
鰹
ヲ
窺
フ
上
－
一
、
他
面
現
今
猶
ホ
未
知
範
閏
ノ
極
メ
ア
庚
汎
ナ
Y

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
ノ
生
物
事

的
作
用
ノ
一
新
方
面
ヲ
開
拓
ス

Y
上
二
忠
義
甚
ダ
多
キ
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
Y
。

貫

輪

キオ

F持

（
－
）
、
生
漉
液
N
・F
－

黄
色
葡
萄
状
球
菌
ノ
普
通
寒
天
面
二
十
四
時
間
培
養
基
面
ヨ
ソ
白
全
耳
－
一
ア
菌
苔
コ
ノ
掻
キ
集
メ

0
・
八
五
Mm
食
晦
水
中
ニ
平
等
一
一
浮
瀞
セ
シ

メ
該
液

7

0括
中
A

小
川
市
首
ヲ
烏
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
ニ
ア
三
千
回
時
三
十
分
間
遠
心
シ
六
度
目
（
約

0
・0
0
四
二
括
）
ト
セ

y
o
此
ノ
黄
色
葡
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（
第
阿
波

一
六
八
〉

萄
賦
球
商
食
盤
水
浮
瀞
液
ヲ
橋
氏
六
十
度
ノ
視
湯
中
三
二
十
分
間
加
温
シ
ア
氷
室
中
こ
放
置
ス

Y

コ
ト
一
書
一
夜
、
後
遠
心
沈
澱
シ
ア
菌
韓
及
ピ

上
溶
液
ニ
円
分
離
セ
ジ
メ
衣
J

ア
上
減
液
ヲ
J
U
’
Y
ペ
Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
問
士
鴻
過
器
－
一
ア
鴻
遁
シ
夏
ニ

0
・
五
同
ノ
割
合
－
一
石
茨
酸
ヲ
加
へ
全
ク
無

色
透
明
水
様
ノ
液
ヲ
得
タ

y
是
印
チ
生
滅
被
（
N
－
F
）
ナ
リ
。

（

二

）

、

照

射

濡

液

E
・
R
・

前
記
生
滅
液
ノ
一
部
タ
底
面
三
糎
平
方
、
深
＋
ノ
四
糎
ナ
グ
’
硝
子
画
中
ニ
容

v
液
暦
ヲ
一
一
粧
ト
ナ
シ
滅
菌
紙
ヲ
以
－
7
之
司
ノ
蓋
ヒ
四
五

0
0
「D
A

」

車
位
ノ
川
バ

M
列
l

ン
線
ヲ
照
射
セ

9
0
照
射
後
A

何
等
ノ
沈
澱
ヲ
費
生
セ
ズ
液
A

依
然
ト
ジ
ア
無
色
透
明
水
様
ナ
リ
ノ
キ
。

（

三

）

、

劉

照

0
・
八
五
折
滅
菌
食
曜
水
－
一

0
・五

μ
ノ
比
－
一
石
山
灰
酸
ヲ
加
入
セ

y
。

（

四

三

中

性

肉

汁

成
書
記
載
ノ
方
法
エ
ヨ
リ
照
内
氏
「
ペ
プ
ト
ン
」
ヲ
以
ア
調
製
セ
η
ノ
。

（

五

）

、

白

血

球

無
菌
中
性
肉
汁
（
前
記
材
料
（
四
）
一

O
括
ヲ
健
重
三

O
O瓦
前
後
ノ
健
常
ナ
Y
牡
海
狽
ノ
腹
腔
内
ニ
注
射
シ
四
時
間
後
－
一
毛
細
精
子
管
－
一
－
7

腹
腔
液
ヲ
採

y
葉
慌
使
用
セ

y
。
海
環
ノ
耀
重
／
一
定
ナ
Y

モ
ノ
ヲ
漣
探
ジ
且
ッ
前
記
注
射
後
四
時
間
惨
同
腹
腔
液
ヲ
採
取
ス

Y
時
A

毎
常

掴
濁
度
A

略
々

0
・三
%
「
レ
チ
チ
ン
L
液
一
一
相
官
ス

Y
液
ヲ
得
ペ
ク
而
モ
之
ヲ
蓮
ニ
使
用
ス

Y
時
A

別
二
日
抑
制
榊
酸
曹
達
ヲ
混
ズ

Y

ノ
必
要
ア
認

メ
ザ
Y
ナ

y
。

（

穴

）

、

菌

液

前
記
（
一
）
ノ
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
食
醒
水
浮
跡
液
ノ
遠
心
沈
澱
セ

Y
菌
憶
ヲ
更
ュ
食
騰
水
ニ
e

ア
三
回
遠
心
洗
糠
シ

0
・
八
五

μ食
聴
水
中
－
一
平

等

三
日
瀞
セ
シ
メ
之
ニ

0
・
五
%
ノ
比
ニ
石
山
戒
酸
ヲ
加
へ
原
菌
液
ト
セ
リ
。
但
シ
此
ノ
原
菌
液

7
0詑
中
ノ
合
菌
量
A

鳥
潟
敢
授
ノ
沈
澱
計

－
て
ア
三
千
回
廻
韓
三
十
分
間
違
心
セ

Y
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、
二
度
目
（
約

0
・
0
0
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四
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ニ
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・
八
五
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食
鞭
水
－
一
ア
三
倍
一
一
稀
稗
セ
Y

毛
ノ
ヲ
使
用
セ

y
。

賓

輪

方

法

（A
Y
滴
液
照
射
方
法

生
鴻
液
ヲ
前
記
ノ
如
キ
無
蓋
硝
子
函
－
一
容
レ
滅
菌
紙
ヲ
以
ア
蓋
ヒ
照
射
セ
リ
ノ
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
費
生
装
置
A

交
流
整
流
式
（
島
津
製
作
所
製
「
ダ
イ
ア
ナ
」
競
）
－
一
シ
ア
管
球
A

獅
逸
製
U
型
ク

1
uノ
ツ
ヂ
管
球
ヲ
使
用
セ

y
o管

球
位
置
A

原
則
ト
シ
ア
常
－
一
管
球
子
牛
線
山
照
射
面
ト
垂
直
－
一
、
前
記
容
器
ノ
中
心
（
底
面
劃
角
線
ノ
交
叉
貼
）
ヲ
通
過
ス
Y
如
ク
保
持
セ
シ
メ

タ
9
0
滅
過
板
A

使
用
セ
ズ
。

硬
度
ハ
叫
川
引
J

川
氏
「
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
」
－
一
－
ア
測
定
セ
ケ
一
限
界
波
長
0
・
一
二
ト戸
。
回
ニ
ジ
－
プ
表
面
照
射
量
二
う
ト
メ
ー
タ
ー
」
－
一

ア
測
定
セ
Y

－
一
四
五

0
0「u
u
」
車
位
（
一
皮
膚
紅
班
車
位
量
二
ハ

0
0「
R
L車
位
ナ
Y
故
－
一
七
・
玉
皮
膚
単
位
）
ナ
9
キ。

（B
）
、
喰
菌
作
用
検
査
方
法

義
二
時
勝
呂
春
博
士
A

動
物
ガ
一
定
ノ
細
菌
－
一
劃
ジ
ア
免
疫
ア
獲
得
ス

Y
潟
一
二
「
庚
義
ノ
喰
細
胞
（
白
血
球
、
組
織
球
業
他
食
喰
作
用
ヲ
示
ス

細
胞
ノ
全
部
）
ガ
一
定
時
間
内
－
二
定
量
ノ
細
菌
又
A
葉
ノ
生
産
ス

Y
毒
素
ヲ
消
化
ス

Y
」
ヲ
要
ス
。
故
－
一
免
疫
程
度
ノ
観
察
－
一
必
要
ナ
Y
A

（
一
）
細
胞
ノ
ミ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
（
二
）
細
菌
叉
A

其
ノ
産
生
毒
素
ノ
ミ
ユ
モ
非
ズ
シ
ア
賞
－
一
（
三
）
雨
者
ノ
共
同
作
用
ノ
総
和
ナ
リ
。
従
ツ
ア
前

記
（
一
）
及
ピ
（
二
）
ノ
何
レ
ニ
モ
卒
等
ナ
Y
或
A
同
格
ナ
Y
債
値
ヲ
附
ジ
ア
以
－
Y
喰
菌
現
象
ヲ
観
察
ス

Y
ノ
要
ア
Y

モ
ノ
ト
ナ
ジ
「
現
－
一
細
菌
臆

ヲ
包
喰
セ

Y
細
胞
」
（
喰
）
ト
「
現
－
一
包
喰
セ
ラ
レ
タ
Y
細
菌
L
（
蘭
）
ノ
敷
ト
ノ
和
ア
喰
菌
子
ト
命
名
セ
η
ノ
（
東
京
醤
皐
曾
雑
誌
第
三
十
入
港
第
四

競
塞
照
）
。

本
質
験
－
一
於
－
プ
A

利
川
川
氏
ノ
「
オ
プ
Y

ニ
ン
」
測
定
法
ヲ
膝
用
uv
健
常
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
ノ
喰
菌
作
用
ァ
検
査
シ
－
プ
葉
際
ソ
ノ
喰
菌
子
ア
求

メ
之
ア
比
較
精
査
セ

y
。

利
引
川
氏
ノ
「
オ
プ
Y

ニ
ン
」
測
定
法
A

操
作
敏
速
ヲ
要
シ
技
術
困
難
少
シ
ト
セ
ズ
。
ソ
ノ
正
確
ヲ
期
ス

Y
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等
A
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練
シ
後
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一
七
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）

確
信
ヲ
得
－
7
貰
験
－
一
着
手
セ
リ
ノ
、
卸
チ
一
定
ノ
硝
子
毛
細
管
内
ュ
前
記
白
血
球
波
、
黄
色
葡
萄
般
球
菌
液
及
ピ
生
滅
液
乃
至
照
射
櫨
液
或
A

封

照
食
盟
水
ノ
何
レ
カ
ヲ
順
究
同
量
宛
空
気
ノ
間
隔
ァ
置
キ
ア
吸
入
ジ
究
デ
之
ア
時
計
硝
子
皿
上
二
吹
キ
出
シ
良
ク
混
和
ジ
タ
Y

後
夏
－
一
他
ノ

硝
子
毛
細
管
ュ
入
レ
三
十
七
度
ノ
解
卵
器
内
二
十
五
分
開
放
置
シ
、
衣
デ
検
抹
標
本
ヲ
作

y
乾
燥
固
定
後
不
ん
、
ザ
氏
液
－
一
－
ア
染
色
検
鏡
セ
リ
ノ
。

検
銃
一
一
際
ジ
ア
A

中
性
多
核
白
血
球
ノ
輪
廓
正
シ
ク
良
ク
染
色
シ
且
ッ
孤
立
セ

Y

モ
ノ
／
ミ
百
個
ヲ
検
シ
、
菌
韓
A

正
シ
ク
白
血
球
龍
内
－
一

包
喰
セ
ラ
レ
タ

Y

モ
ノ
ヲ
計
算
セ

p
。
而
ジ
－
プ
一
個
ノ
白
血
球
中
十
個
以
上
ノ
菌
ァ
包
喰
ス

Y

モ
ノ
及
ピ
白
血
球
ト
菌
ト
ノ
比
例
ノ
甚
シ
ク

異
ナ

v
y
鵡
野
A

誤
算
ノ
虞
ア

Y

7
以－
7
之
ヲ
除
外
セ

y
。

賓

駿

成

績

健
常
ナ

Y
牡
海
抵
ノ
各
頭
－
一
就
キ
照
射
滅
液
、
生
鴻
液
並
－
一
割
照
ト
シ
ア

0
・五

μ石
炭
酸
加
0
・
八
五
%
食
関
水
－
一
揖
ス

Y

喰
菌
子
ヲ
求

メ
、
封
照
（
一

0
0）－一一割ス
Y
照
射
瀦
液
及
ピ
生
癒
液
ヲ
以
－
ア
ノ
各
喰
菌
子
ノ
百
分
率
ヲ
求
メ
之
ヲ
比
較
セ

y
。

其
ノ
成
績
A
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一
表
ヨ
リ
第
十
四
表
マ
デ
－
一
示
サ
レ
タ
リ
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第 丸 表 第 五 表

第
第九例 （コ十七競） 第五例 （十九披）

ム，、

［意味｜搬｜識｜附子｜比率 ｜開店裂｜鶴｜吋比率4是

33 46 79 152 照射穂波 72 28 44 72 157 

生 77 23 29 52 100 生穂波 80 20 25 45 98 

】著 関 77 23 29 52 100 撃t 照 79 21 25 46 100 

字

埜
第 ＋ 表 第 穴 表

（二十九競） 第六例 （こすー続）

同｜閥｜蓄基｜吋比率
72 28 46 74 145 照射線液1 67 33 42 

25 27 52 102 22 26 

！封照 75 25 26 51 100 調照 79 21 23 43 100 

第＋ー表 第 七 表

第十一例 （三十一説） 第七例 （二十三競）

l倒店頭｜審議l喰菌子｜比率 ｜胞非喰盟細主蹴｜識除菌子｜帥
im射減液 77 2a 30 57 159 照射穂波 66 34 49 83 15() 

生鴻液 80 20 21 41 109 生滅液 76 24 30 54 104 

九｜封 照 81 19 20 39 100 撃t 照 77 23 29 52 100 
七
五

第’ヘ 第＋エ表 第 ，、 表

四 第十二例 （三十凶競） 第八例 （二十六放）
t鼠

七l照醐｜叶岬 ｜問｜踏襲｜識｜吋比率
〉 射溶液I75 25 49 74 157 照射瀦液 67 33 53 86 162 

78 22 25 47 100 生i億液 76 24 34 58 109 

I~ 照I1s 
22 25 47 100 封 ft~ 76 24 29 53 100 
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（三十五波）

｜声明麟｜蓄基｜吋蹄
156 62 38 24 

第十三例

76 

均伊j

寸虫剤信銀閣議｜附子医
153 72 

平

44 

全

100 41 21 20 80 104 40 27 22 78 
著
w 100 39 20 19 81 H官聖堂100 47 25 22 78 ft~ 連せ

字

志水= 
表

（三十六競）

四

_I~~~割高説｜喜重｜吋比率

＋ 第

第十四例

150 70 45 20 
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Art de~ Zahl der phagυのtierenden ヌah!Jer l'hag‘’qlosen 
Zellen unter 100 gefressenen I'hagのzytat

Antigens ¥¥・eis>er Zcllcn Kol、I、en koeffi1.ient 

一 一一一 一一

RF 28 44 72 153 

NF  2~ 27 49 104 

NaCl 22 25 47 100 

Zusammenfasrnng 

I. Das bestrahlte Filtrat (BF) einer Kochsalzaufschwemmung von Staphylococcus pyogenes aureus f凶hrtein vitro 

eine deutlich grむsserePhagozytose von Stai〕hylokoklぽ nherbei als das korrespo吋 ierendeunbestral礼te(NF). 
2. Der Austieg des Phagozytosenkoe仔1zientendurch R加 tgenbestrahlungdes Nativfiltrats betrug dabei durdhschni-

ttlich I 53 % , wtlhrend sich der Koeffizient der Phagozytose beim unbestrahlten Nativfiltrat als 104 und der bei de1・
0,85 proz. Kochsalzkisung-als 100 erwies. 

3. Unser Befund ist nur <lurch die Annahme glatt zu erkbren, class jedes Nativantigen <las Impedin, we!ches ja 

.alle immunisatorischen Vorgange in vivo uml in vitro hinc!ert, enthalt uncl class dieses Impedin durch physikalische 

Energien, wie z.B. Abkochung, Iミi~• ntgenbestrablung etc. mehr oder weniger inaktiviert wird, ohne dass dabei die 

eigentlichen antigenen Eigenschaften verloren gehen. 

4. Eine der wichtigen physiologi日chensowie thera1コcutischen¥Virkungen von Rontgenstrahlen ist darin zu suchen, 

<lass sie mikrobiotische Antigene im Gwebe so modifizieren, cl川日 ihrePhagozytose herbeiftihrende Fahigkeit daclurch 

gesteigert wird. 

5. Von dern obcn erwahnten Geぉichtspunkteaus betr:lchtct, erklart sich :1.UCh der Erfolg dcr Rυntgentherapie 

総－！~~ 【峰神】 f恥諸i 夜中長 （総E聖書 1・p同）



草食4（毒事 【腿樽】 f恥制 守宅〈。 （撚医官民 l午n

gegen Erysipelas, Lymrヲhclrusentuberkulo:-;eetc. 

6. Durch die ¥¥'irkung von Rontgenstrahlen, das Impeclin zu inaktivicren uncl somit die Phagozytose der Erregcr 

Zll f川dern,scheint nicht nur die R.ontgentherapie von Erysipel山 und Drusentl'iberkulose, sondern auch infektilisen im 

allg・enemeinendie von verse］市denenユlα1tund chronisch entL.iindlich Herden berechtigt zu sein. (Autoreferat) 


